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卒業研究 渡辺　敏明

Graduation Study 　

5 通年(集中) 集中･不定期

教育研究室 演習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や ・体育科・保健体育科教育の専門家に求められる深い教養に根
倫理観 ざした公共的使命感や倫理観を習得することができる。

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 ・教育活動を支え、実現する上で不可欠な運動学理論や体育実
技の専門的知識を理解し、技能を習得することができる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 研究室において定期的なゼミ活動（4年生は，火曜日14:40-16:10，あわせて2-4年生は火曜日
16:30-18:30）を実施し，卒業研究に関連したディスカッションを行うとともに研究方法等に関する演習
を行う。さらに４年次後期からは，授業時間外においても卒業研究の作成に向けた個別指導を行う。

(5)授業計画 ①４年次前期までの定期的なゼミ活動
・ 学校体育やスポーツの指導実践を経験及び観察することを通して，運動発生の様相を指導財産として
収集するとともに現実の運動問題を捉える感性を養う。
・ 観察によって発見した運動問題の事例をスポーツ運動学の専門用語や概念と結びつける。
・ スポーツ運動学の研究方法について理解を深める。
②４年次後期におけるゼミ活動及び個別指導
・ 運動問題を実践現場から発見し，卒業研究のアウトラインを構想する。
・ 運動問題を解決するための方法論をつくり出して，実践する。
・ 先行研究を収集検討し，教員及び研究室の仲間とのディスカッションを通じて考察を行い，結論を導
き出して論文を完成させる。
　・研究室における中間発表会の実施（12月中旬）
・ 論文作成（１月下旬）・抄録作成（１月下旬）
・ 卒論発表会でのプレゼンテーション（２月上旬）

(6)成績評価の方
法

成績評価の考え方は，次のとおりである。
学校体育やスポーツの指導実践に生ずる運動問題をスポーツ運動学の視点から考察できるようになった
かどうかを課題提出物及びディスカッションの内容で評価します（40％）。さらに卒業研究における実
践（方法論の創出と実践）の内容を卒業論文の質（40％），発表会における抄録及びプレゼンの完成度
から評価します（20％）。
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。

(7)成績評価の基
準

（ⅰ）問題（意識）の設定が適切であり，（ⅱ）その問題の背景を説明できており，（ⅲ）その問題に
どのような課題があるのかを指摘できており，（ⅳ）それらの課題に対しての既存の情報(知見)が提示
する解決法が適切に把握できており，（ⅴ）その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心
させるレベルにあれば「卓越している」。（ⅰ）から（ⅴ）の5項目を満たしていれば「かなり上にある
」。4項目までできていれば「やや上にある」。3項目までできていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

毎回の授業内容の理解を問う課題提出（またはディスカッション）を授業冒頭に行う。それに備えるた
めの資料を毎回配付するので，それを使って授業内容を毎回復習してから授業に臨むこと。

(9)履修上の注意 履修は当該研究室の所属学生に限る。受講者自身が主体的に取り組む授業である。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

メール予約で随時，授業担当者の連絡先（toshiwa@shinshu-u.ac.jp）

【教科書】 とくに指定しないが，授業の中で適宜紹介していく。

【参考文献】 文部科学省（2017）中学校学習指導要領解説 保健体育編，文部科学省（2017）小学校学習指導要領解説
 体育編，わざの伝承（明和出版），新しい体育授業の運動学（明和出版），コツとカンの運動学（大修
館）


